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〈
広
告
〉

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
仮
図
書
館
・
図
書
館
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５

畜
産
環
境
対
策
事
業
の
実
施

　
畜
産
農
家
の
み
な
さ
ん
を
支
援

す
る
畜
産
環
境
対
策
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
畜
舎
を
有
し
、
畜　

　
産
経
営
に
関
す
る
農
業
収
入
が　
　
　

　
あ
る
農
業
者

内
容　
平
成
28
年
４
月
以
降
に
購

　
入
し
た
畜
産
経
営
に
起
因
す
る

　
害
虫
発
生
を
抑
制
す
る
薬
剤
の

　
費
用
の
３
分
の
２
を
補
助
（
補

　
助
上
限
額
６
万
円
）。

申
請
期
限　
平
成
29
年
２
月
28
日　

　
㈫
ま
で

＊
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
農
政
課
☎
�
１
１
７
７

セ
ル
デ
ィ
臨
時
休
館
の
お
知

ら
せ

　
セ
ル
デ
ィ
は
館
内
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
た
め
、
左
記
の
と
お
り
休
館

し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

休
館
日　
８
月
29
日
㈪

※
当
日
は
、
セ
ル
デ
ィ
館
内
全
て

の
施
設
（
児
玉
中
央
公
民
館
・
児

玉
文
化
会
館
・
図
書
館
児
玉
分
館

及
び
図
書
館
返
却
ポ
ス
ト
）
の
利

用
が
で
き
ま
せ
ん
。

★
セ
ル
デ
ィ
☎
�
８
８
５
１

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
族
へ

援
護
一
時
金
を
給
付
し
ま
す

　
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

で
は
、
県
内
在
住
の
交
通
遺
児
等

を
対
象
に
、
援
護
一
時
金
を
給
付

し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
平
成
27
年
４
月
１
日
以　

　
降
、
交
通
遺
児
等
と
な
っ
た
県　

　
内
在
住
者

※
「
交
通
遺
児
等
」
と
は
、
18
歳

以
下
の
人
で
、
保
護
者
が
交
通
事

故
に
よ
り
死
亡
又
は
重
い
障
害
を

負
っ
た
人
を
い
い
ま
す
。

給
付
額　
子
ど
も
１
人
に
つ
き
10

　
万
円
（
１
回
の
み
）

給
付
時
期　
11
月
又
は
平
成
29
年　

　
５
月

申
請
方
法　
申
請
書
類
に
必
要
事　

　
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
と
共　

　
に
、
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支　

　
店
へ
郵
送
又
は
持
参

※
申
請
書
類
な
ど
案
内
は
、
危
機

管
理
課
（
市
役
所
３
階
）、
総
務

課
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）、
学

校
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

提
出
期
限　

・
11
月
給
付
分　
８
月
31
日
㈬

・
平
成
29
年
５
月
給
付
分　
平
成　

　
29
年
２
月
28
日
㈫

★
埼
玉
県
防
犯
・
交
通
安
全
課

　
☎
０
４
８-
８
３
０-

２
９
５
８

お
知
ら
せ

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

毎週火曜日３名様限定無料相談受付中 

なかなか良くならない…

高
齢
者
向
け
給
付
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　
所
得
の
少
な
い
高
齢
者
を
対
象

に
「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

　
支
給
対
象
に
該
当
す
る
可
能
性

が
あ
る
人
に
は
、
５
月
中
に
申
請

書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
て
い
て
手

続
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
対
象
と
思
わ
れ
る
に
も

関
わ
ら
ず
申
請
書
が
届
か
な
い
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者　
平
成
27
年
度
の
簡

　
素
な
給
付
措
置
（
臨
時
福
祉
給

　
付
金
）
の
対
象
者
の
う
ち
、
平

　
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
と
な

　
る
人

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
は
、

本
人
及
び
扶
養
者
が
平
成
27
年
度

分
の
市
県
民
税
（
均
等
割
）
を
課

税
さ
れ
て
い
な
い
人
（
生
活
保
護

受
給
者
を
除
く
）。

基
準
日　
平
成
27
年
１
月
１
日

支
給
額　
１
人　
３
０
、０
０
０
円

申
請
方
法　
原
則
、
返
信
用
封
筒　

　
の
返
送
に
よ
る
受
付

申
請
先　
地
域
福
祉
課
（
市
役
所　

　
１
階
）

申
請
期
限　
８
月
31
日
㈬

★
地
域
福
祉
課
☎
�
３
１
１
６

本
庄
市
男
女
共
同
参
画
審
議

会
委
員
を
募
集

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
の
促
進
に
資
す
る
た
め
、

現
在
、
第
２
次
本
庄
市
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
が

平
成
29
年
度
に
終
了
す
る
た
め
、

新
た
な
本
庄
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

　
こ
の
新
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ
た

り
「
本
庄
市
男
女
共
同
参
画
審
議

会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
20
歳
以
上
の
市
内
在　

　
住
者

※
既
に
他
の
審
議
会
等
３
機
関
の

委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
人
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
員　
３
人
以
内

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

報
酬　
６
、
２
０
０
円
（
日
額
）

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
氏
名
・　

　
性
別
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
住

　
所
・
電
話
番
号
・
職
業
を
記
入

　

の
う
え
、「
男
女
共
同
参
画
社

　
会
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
１
、

　
２
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
郵
送
、

　
電
子
メ
ー
ル
又
は
直
接
市
民
活

　
動
推
進
課
（
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

　
内
）
へ
提
出

※
応
募
用
紙
は
市
民
活
動
推
進
課

で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
（
任

意
の
用
紙
で
の
提
出
も
可
）。

応
募
先　
〒
３
６
７
―
０
０
５
２

　
本
庄
市
銀
座
１
―
１
―
１

　
本
庄
市
市
民
活
動
推
進
課

　
　

katudou@city.honjo.lg.jp

応
募
締
切　
９
月
16
日
㈮（
必
着
）

選
考
方
法　
書
類
選
考

※
選
考
結
果
は
、
全
員
に
通
知
し

ま
す
。

★
市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
０
８
２
８

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で「
献
血
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
ベ
イ
シ
ア
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー　

　
本
庄
早
稲
田
ゲ
ー
ト
店
会
場

日
時　
８
月
14
日
㈰　
午
前
10
時
～　

　
11
時
45
分
、
午
後
１
時
～
４
時

②
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
会
場

日
時　
８
月
29
日
㈪　
午
前
９
時
～　

　
10
時
30
分

《
①
②
共
通
》

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人

※
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人
は
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
献
血

を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
に
限
り
ま

す
。
ま
た
、
疾
病
や
服
薬
な
ど
に

よ
り
献
血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

種
類

　
全
血
（
４
０
０
ml
・
２
０
０
ml
）

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
２
０
０
３

８
月
は
「
人
権
尊
重
社
会
を
め

ざ
す
県
民
運
動
強
調
月
間
」
で
す

　
子
ど
も
や
高
齢
者
に
対
す
る
虐

待
、
女
性
へ
の
暴
力
、
障
害
の
あ

る
人
・
外
国
人
へ
の
偏
見
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
な
ど
新

た
な
人
権
問
題
も
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県

民
運
動
」
は
す
べ
て
の
県
民
が
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
共

に
生
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

県
・
市
町
村
は
も
ち
ろ
ん
県
民
総

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
運
動
で
す
。

～
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６
in
川
越
」

日
時　
８
月
30
日
㈫　
午
前
10
時
～　

　

午
後
３
時
30
分

会
場　
ウ
ェ
ス
タ
川
越（
川
越
市
）

内
容

・
藤
岡
弘
、
さ
ん
（
俳
優
・
武
道　

　
家
）
に
よ
る
人
権
講
演
会

・
星
野
高
等
学
校
音
楽
部
に
よ
る　

　
合
唱
ほ
か

費
用　
入
場
無
料

※
入
場
は
先
着
順
で
、
事
前
申
込

は
不
要
で
す
。

★
埼
玉
県
人
権
推
進
課

　

☎
０
４
８
―
８
３
０
―
２
２
５
５

神話を見つめなおす
　今年も本庄祇園まつり、こだま夏まつり、それぞれ
大変盛り上がりました。
　我が国の夏祭りの御祭神の多くは、八坂神社のスサ
ノオノミコトです。
　スサノオは国生みの神であるイザナギ・イザナミの
子であり、天照大神（アマテラスオオミカミ）の弟で
すが、亡くなった母親を恋しがる手の付けられない暴
れ者でした。ついに父親から追放されますが、姉のア
マテラスのいる高

たかまがはら

天原でも大暴れし、アマテラスが天岩
戸に隠れ世の中が真っ暗闇になるという事件を引き起
こしてしまいます。アマテラスが岩戸から出て再び世
に光が戻ると、罰を与えられ高天原も追放されました。
　ここまで読むと、残念ながら犯罪・暴力に手を染め
てしまった若者のイメージが浮かびます。
　その後、改心し罰を受けて高天原を追放されたスサ
ノオは、地上に降り、クシナダヒメという美しい娘に
出会います。そして彼女とその村を襲うヤマタノオロ
チを知恵と力を以て退治し、オロチの尾から出た立派

な剣を姉のアマテラスに献上しました。これが草
く さ な ぎ

薙
の剣（皇室の三種の神器の一つ）として伝えられて
います。こうしてスサノオはクシナダヒメと結ばれ、
神として永久に国土と人々を守り続けました…。
　と、後半は罪を犯した事を改心した若者が、愛す
る女性や公のために悪と戦い勝利するという成功物
語で、しかも戦利品を姉神に献上するというお話に
なっています。
　さて、このようなスサノオノミコトの神話は、母
性の大切さ、法を守ること、罪を犯した者の更生、
悪を恐れないこと、弱い者のために勇気を奮って戦
うこと、権力を得ても権威ある存在を奉ることなど、
日本人の美徳とされる点、原点、を後世に教えてい
ると感じます。
　殺伐とした世相が続く現在、神話を単なる空想あ
るいは事実でないから、と言って軽んじるのではな
く、我々の社会が元々大切にしてきた価値観を教え
てくれる物語として、改めて読み、味わってみては
いかがでしょうか。
                                  本庄市長


